
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙の写真   救助工作車・埼玉西部消防局高度救助隊 

 

「救助工作車」 

埼玉西部消防局中央消防署に配備されたⅢ型救助工作車 

救助工作車は救助活動に必要な資機材を積載し、現場へ運搬することを目的とした消防

車です。なかでも、救助工作車Ⅲ型は阪神・淡路大震災からの教訓から新たに新設され、

高度な救助資機材やクレーン、ウインチ、照明等を備えています。 

 

「埼玉西部消防局高度救助隊」 

高度救助隊は、中越地震や東日本大震災など、全国で大規模な災害が多発している状況

を踏まえ、中核市等の消防本部に設置することが定められたもので、高度な救助技術と資

機材を備えた救助部隊を全国に展開し、不測の事態が発生した場合は、国民の安心と安全

を確保することを目的として設立されました。 

埼玉西部消防局では、人命救助に関する専門的かつ高度な教育を受けた 15名の隊員を所

沢中央消防署に配置し、3 交替で 24 時間勤務にあたり、埼玉西部消防局管内の火災や事故

等の災害対応のほか、地震など日本国内で発生する大規模災害にも出場します。 

 

 

 裏表紙の写真   埼玉西部消防局エンブレム 

 

中央の消防章は、雪の結晶の拡大図を基礎とし、これに日章を中心として水管、管そう、

筒先から放出する水柱を配置したものです。また、消防章を囲む 5 本の炎は、組合発足時

の構成 5 市（所沢市、飯能市、狭山市、入間市及び日高市）による消防の任務に対する情

熱、熱意、調和、団結を表しています。 


